	16
（月）
	レムナントの庭 (にわ)

	
	ルカ23章28節　イエスは彼女 (かのじょ)たちの方 (ほう)を振 (ふ)り向 (む)いて言 (い)われた。「エルサレムの娘 (むすめ)たち、わたしのために泣 (な)いてはいけません。むしろ自分 (じぶん)自身 (じしん)と、自分 (じぶん)の子 (こ)どもたちのために泣 (な)きなさい。

	
	今 (いま)、私 (わたし)たちに最 (もっと)も必要 (ひつよう)なことはRemnantの庭 (にわ)を作 (つく)ることです。Remnantの庭 (にわ)で何 (なに)をするのでしょうか。

１つ目 (め)、Remnantを祝福 (しゅくふく)します。すべてのことばは、考 (かんが)えと心 (こころ)とたましいに刻印 (こくいん)されます。不信仰 (ふしんこう)のことばは、それ自体 (じたい)が暗闇 (くらやみ)です。２つ目 (め)、イエス様 (さま)がルカ23章 (しょう)28節 (せつ)で、わたしのために泣 (な)いてはいけません。むしろ自分 (じぶん)自身 (じしん)と、自分 (じぶん)の子 (こ)どもたちのために泣 (な)きなさいと言 (い)われました。神様 (かみさま)は未来 (みらい)に備 (そな)えるようにと言 (い)われたのです。３つ目 (め)、イエス様 (さま)が約束 (やくそく)されたとおり復活 (ふっかつ)されて、未来 (みらい)に対 (たい)する使命 (しめい)をくださいました。ヨハネ21章 (しょう)15節 (せつ)に、あなたはわたしを愛 (あい)しますかと尋 (たず)ねられて、子羊 (こひつじ)を飼 (か)いなさいと言 (い)われました。４つ目 (め)、パウロは会堂 (かいどう)でなぜキリストでなければならないのかを説明 (せつめい)しました。そして、なぜキリストが必要 (ひつよう)で、なぜキリストを絶対 (ぜったい)に知 (し)らなければならないのかを説明 (せつめい)しました。５つ目 (め)、パウロは礼拝 (れいはい)と祈 (いの)りについて説明 (せつめい)して、安息 (あんそく)日 (にち)ごとに集 (あつ)まって集中 (しゅうちゅう)しました。６つ目 (め)、御座 (みざ)と神 (かみ)の国 (くに)が臨 (のぞ)んで、神 (かみ)の国 (くに)のことが成 (な)り立 (た)つ本当 (ほんとう)の答 (こた)えを教 (おし)えました。

Remnantはこの福音 (ふくいん)の証拠 (しょうこ)を持 (も)ってRemnantの庭 (にわ)に証人 (しょうにん)として行 (い)くのです。神様 (かみさま)が備 (そな)えられたことは何 (なん)ですかと、続 (つづ)けて質問 (しつもん)して祈 (いの)りましょう。


	
	神様 (かみさま)、神様 (かみさま)が備 (そな)えておられることを知 (し)ってRemnantの庭 (にわ)に証人 (しょうにん)として立 (た)つRemnantになりますように。イエス・キリストの御名 (みな)によってお祈 (いの)りします。アーメン



2025.05.10.レムナントとTCK伝道学



	17
（火）
	世界 (せかい)福音化 (ふくいんか)の始 (はじ)まり

	
	出2章1～10節　さて、レビの家 (いえ)のある人 (ひと)がレビ人 (びと)の娘 (むすめ)を妻 (つま)に迎 (むか)えた。(1)

	
	世界 (せかい)福音化 (ふくいんか)の始 (はじ)まりは、胎児 (たいじ)、乳児 (にゅうじ)から始 (はじ)まります。Remnantは神様 (かみさま)の作品 (さくひん)です。それゆえ、Remnantに神様 (かみさま)が備 (そな)えられていることを伝 (つた)えるのです。Remnantは、777祈 (いの)りをして神様 (かみさま)のことを見 (み)つければ良 (よ)いのです。聖書 (せいしょ)に、この奥義 (おくぎ)を知 (し)っていた人々 (ひとびと)がいます。

１人目 (ひとりめ)、出 (しゅつ)エジプト記 (き)２章 (しょう)でヨケベデはヘブル人 (じん)の子 (こ)どもたちがみんな殺 (ころ)される時代 (じだい)に神様 (かみさま)の絶対 (ぜったい)計画 (けいかく)を発見 (はっけん)しました。イスラエルを出 (しゅつ)エジプトさせることでした。２人目 (ふたりめ)、ハンナはペリシテが続 (つづ)けて攻 (せ)め込 (こ)むのを見 (み)て、ナジル人 (びと)の契約 (けいやく)を握 (にぎ)って祈 (いの)りました。神様 (かみさま)はサムエルを通 (とお)して、ハンナの祈 (いの)りに答 (こた)えられました。３人目 (にんめ)、バプテスマのヨハネは、絶対 (ぜったい)不可能 (ふかのう)な世代 (せだい)に現 (あらわ)れた最後 (さいご)の預言者 (よげんしゃ)でした。キリストを証 (あか)しして死 (し)ぬことが絶対 (ぜったい)計画 (けいかく)であることを知 (し)っていました。４人目 (にんめ)、初代 (しょだい)教会 (きょうかい)の人々 (ひとびと)は、最大 (さいだい)の危機 (きき)がきたとき、子羊 (こひつじ)を飼 (か)いなさいという使命 (しめい)を受 (う)けました。５人目 (にんめ)、イスラエルがわざわいによって国 (くに)がなくなる危機 (きき)に置 (お)かれたとき、神様 (かみさま)は会堂 (かいどう)を通 (とお)して絶対 (ぜったい)可能 (かのう)を見 (み)せられました。

私 (わたし)たちが世界 (せかい)福音化 (ふくいんか)することは絶対 (ぜったい)にできません。絶対 (ぜったい)不可能 (ふかのう)を確認 (かくにん)するとき、神様 (かみさま)の絶対 (ぜったい)計画 (けいかく)を見 (み)るようになります。私 (わたし)の絶対 (ぜったい)不可能 (ふかのう)で絶対 (ぜったい)計画 (けいかく)を見 (み)ることができるように祈 (いの)りましょう!


	
	神様 (かみさま)、私 (わたし)の現場 (げんば)で神様 (かみさま)の絶対 (ぜったい)計画 (けいかく)を見 (み)つけて味 (あじ)わうことができるRemnantになりますように。イエス・キリストの御名 (みな)によってお祈 (いの)りします。アーメン




2025.5.10.核心訓練



	18
（水）
	堅 (かた)く閉 (と)ざされた城門 (じょうもん)

	
	ヨシ6章1～7節　エリコはイスラエルの子 (こ)らの前 (まえ)に城門 (じょうもん)を堅 (かた)く閉 (と)ざして、出入 (でい)りする者 (もの)はいなかった。(1)

	
	*エリコの城壁 (じょうへき)は、イスラエルの民 (たみ)が崩 (くず)すことができない絶対 (ぜったい)不可能 (ふかのう)の現場 (げんば)でした。しかし、その中 (なか)で神様 (かみさま)の絶対 (ぜったい)計画 (けいかく)があるということと、神様 (かみさま)の力 (ちから)が必要 (ひつよう)だという事実 (じじつ)を知 (し)りました。このエリコを崩 (くず)す方法 (ほうほう)は何 (なん)だったのでしょうか。

１つ目 (め)、絶対 (ぜったい)証拠 (しょうこ)です。契約 (けいやく)を握 (にぎ)ったとき出 (しゅつ)エジプトして荒野 (あらの)を通過 (つうか)しました。この証拠 (しょうこ)を握 (にぎ)ってエリコを回 (まわ)るのです。神様 (かみさま)はすでにエリコの町 (まち)とその王 (おう)、勇士 (ゆうし)をヨシュアの手 (て)に与 (あた)えたと言 (い)われました。２つ目 (め)、絶対 (ぜったい)目標 (もくひょう)です。エリコの町 (まち)を通 (とお)ってカナンの地 (ち)に入 (はい)るのは神様 (かみさま)の絶対 (ぜったい)目標 (もくひょう)です。偶像 (ぐうぞう)国家 (こっか)になってしまったカナンの地 (ち)を回復 (かいふく)して霊的 (れいてき)問題 (もんだい)を癒 (い)やすことが神様 (かみさま)の絶対 (ぜったい)目標 (もくひょう)でした。３つ目 (め)、絶対 (ぜったい)答 (こた)えです。神様 (かみさま)が六日間 (むいかかん)、何 (なに)も言 (い)わずにエリコを回 (まわ)るように言 (い)われました。神様 (かみさま)の絶対 (ぜったい)証拠 (しょうこ)を握 (にぎ)って契約 (けいやく)の箱 (はこ)について回 (まわ)るようにと言 (い)われたのです。最後 (さいご)の日 (ひ)にラッパの音 (おと)がしたら、いっせいにときの声 (こえ)をあげなさいと言 (い)われました。そのとき、エリコの城壁 (じょうへき)は完全 (かんぜん)に崩 (くず)れました。

Remnantは、絶望 (ぜつぼう)するとき、神様 (かみさま)の絶対 (ぜったい)計画 (けいかく)と契約 (けいやく)を質問 (しつもん)して見 (み)つけましょう。そのとき、神様 (かみさま)の絶対 (ぜったい)可能 (かのう)と神様 (かみさま)がなさることを見 (み)せてくださいます。

*エリコ:カナンの地 (ち)を征服 (せいふく)する戦争 (せんそう)の最初 (さいしょ)の町 (まち)です。

	
	神様 (かみさま)、絶対 (ぜったい)不可能 (ふかのう)の中 (なか)で神様 (かみさま)の絶対 (ぜったい)計画 (けいかく)と絶対 (ぜったい)可能 (かのう)を発見 (はっけん)することができますように。生 (い)きておられるイエス・キリストの御名 (みな)によってお祈 (いの)りします。アーメンン

2025.05.11.1部




	19
（木）
	空前 (くうぜん)絶後 (ぜつご)の答 (こた)え

	
	ヨシ10章12～14節　主 (しゅ)がアモリ人 (じん)をイスラエルの子 (こ)らに渡 (わた)されたその日 (ひ)、ヨシュアは主 (しゅ)に語 (かた)り、イスラエルの見 (み)ている前 (まえ)で言 (い)った。「太陽 (たいよう)よ、ギブオンの上 (うえ)で動 (うご)くな。月 (つき)よ、アヤロンの谷 (たに)で。」(12)

	
	ヨシュアは、ただ、唯一性 (ゆいいつせい)、再創造 (さいそうぞう)が何 (なに)かを知 (し)っていました。それゆえ、*アモリ*連合軍 (れんごうぐん)が攻 (せ)め込 (こ)んできたとき、祈 (いの)って*空前 (くうぜん)絶後 (ぜつご)の答 (こた)えを受 (う)けました。Remnantが危機 (きき)にあうとき、神様 (かみさま)は空前 (くうぜん)絶後 (ぜつご)の答 (こた)えを備 (そな)えておられます。それなら、神様 (かみさま)はRemnantに空前 (くうぜん)絶後 (ぜつご)の答 (こた)えをどのように備 (そな)えておられるのでしょうか。

１つ目 (め)、空前 (くうぜん)絶後 (ぜつご)の答 (こた)えの始 (はじ)まりがあります。ヨシュアは危機 (きき)の中 (なか)で正確 (せいかく)な契約 (けいやく)を握 (にぎ)って絶対 (ぜったい)不可能 (ふかのう)に挑戦 (ちょうせん)しました。神様 (かみさま)は危機 (きき)の中 (なか)で神様 (かみさま)がともにおられるサインを見 (み)せてくださいました。２つ目 (め)、空前 (くうぜん)絶後 (ぜつご)の答 (こた)えを受 (う)ける過程 (かてい)があります。アモリ連合軍 (れんごうぐん)と戦 (たたか)っていたときに日 (ひ)が沈 (しず)んで夜 (よる)になりました。負 (ま)けそうに思 (おも)ったのですが、ヨシュア軍 (ぐん)はその中 (なか)でカナンの地 (ち)に入 (はい)る神様 (かみさま)の絶対 (ぜったい)計画 (けいかく)を見 (み)ました。３つ目 (め)、空前 (くうぜん)絶後 (ぜつご)の絶対 (ぜったい)答 (こた)えがあります。神様 (かみさま)は、神様 (かみさま)の正確 (せいかく)な契約 (けいやく)を握 (にぎ)って絶対 (ぜったい)計画 (けいかく)を知 (し)っていたヨシュア軍 (ぐん)のために、日 (ひ)が沈 (しず)まないように太陽 (たいよう)と月 (つき)を止 (と)めてくださいました。Remnantはこの答 (こた)えを祈 (いの)りで味 (あじ)わうことができます。

Remnantは神様 (かみさま)の正確 (せいかく)な契約 (けいやく)と絶対 (ぜったい)計画 (けいかく)を握 (にぎ)って祈 (いの)りましょう。そのとき、神様 (かみさま)はRemnantに空前 (くうぜん)絶後 (ぜつご)の答 (こた)えを持 (も)って来 (き)てくださるでしょう。

*アモリ:カナンの地 (ち)の部族 (ぶぞく)の一 (ひと)つです。
*連合軍 (れんごうぐん):いろいろな同盟国 (どうめいこく)の兵力 (へいりょく)で構成 (こうせい)された軍隊 (ぐんたい)です。
*空前 (くうぜん)絶後 (ぜつご): これまでなかったし、これからもないという意味 (いみ)です。

	
	神様 (かみさま)、空前 (くうぜん)絶後 (ぜつご)の答 (こた)えを受 (う)けるRemnantになりますように。生 (い)きておられるイエス・キリストの御名 (みな)によってお祈 (いの)りします。アーメン



2025.05.11.2部



	20
（金）
	世界 (せかい)を変 (か)えるレムナントのときの準備 (じゅんび)

	
	イザ6章13節　そこには、なお十分 (じゅうぶん)の一 (いち)が残 (のこ)るが、それさえも焼 (や)き払 (はら)われる。しかし、切 (き)り倒 (たお)されたテレビンや樫 (かし)の木 (き)のように、それらの間 (あいだ)に切 (き)り株 (かぶ)が残 (のこ)る。この切 (き)り株 (かぶ)こそ、聖 (せい)なる裔 (すえ)。

	
	Remnantのときに準備 (じゅんび)されることは世界 (せかい)を変 (か)えることができます。Remnantは成功 (せいこう)するより前 (まえ)に、見張 (みは)り人 (にん)になりましょう。見張 (みは)り人 (にん)が何 (なに)か分 (わ)かれば、やぐらを作 (つく)るようになります。すると、祈 (いの)りの力 (ちから)を受 (う)けて伝道 (でんどう)を悟 (さと)るようになります。そのとき、記念碑 (きねんひ)を建 (た)てる本物 (ほんもの)の成功 (せいこう)が与 (あた)えられます。

１つ目 (め)、ヨセフは世界 (せかい)福音化 (ふくいんか)の契約 (けいやく)を先 (さき)に握 (にぎ)りました。この契約 (けいやく)は人生 (じんせい)の中 (なか)で続 (つづ)けて完成 (かんせい)されていきました。２つ目 (め)、モーセは契約 (けいやく)を握 (にぎ)って、ある日 (ひ)、世界 (せかい)を変 (か)えました。３つ目 (め)、幼 (おさな)いときに契約 (けいやく)を持 (も)っていたサムエルは、サムエルが生 (い)きている間 (あいだ)は戦争 (せんそう)はなく、人々 (ひとびと)が神様 (かみさま)を信 (しん)じるようになる答 (こた)えを受 (う)けました。４つ目 (め)、ダビデは幼 (おさな)いときに羊飼 (ひつじか)いをしながら、賛美 (さんび)、祈 (いの)り、みことばをすべて見 (み)つけました。５つ目 (め)、エリシャは幼 (おさな)い時 (とき)から契約 (けいやく)を持 (も)っていました。それゆえ、エリヤと別 (わか)れるとき、エリヤの聖霊 (せいれい)の働 (はたら)きの２倍 (ばい)を求 (もと)めました。６つ目 (め)、イザヤ預言者 (よげんしゃ)を通 (とお)して預言 (よげん)された契約 (けいやく)を握 (にぎ)っていたダニエル一人 (ひとり)がバビロンを変 (か)えて、４人 (にん)の王 (おう)に影響 (えいきょう)を与 (あた)えました。キュロス王 (おう)は、イスラエルに戻 (もど)って神殿 (しんでん)を作 (つく)るようにと言 (い)いました。７つ目 (め)、パウロは幼 (おさな)いときに刻印 (こくいん)されることが重要 (じゅうよう)だということを知 (し)って、Remnantがいる会堂 (かいどう)に行 (い)って福音 (ふくいん)を伝 (つた)えました。

Remnantは福音 (ふくいん)と見張 (みは)り人 (にん)の契約 (けいやく)を刻印 (こくいん)させる時間 (じかん)を持 (も)ちましょう。

	
	神様 (かみさま)、成功 (せいこう)する前 (まえ)に先 (さき)に福音 (ふくいん)と見張 (みは)り人 (にん)の契約 (けいやく)が刻印 (こくいん)されますように。生 (い)きておられるイエス・キリストの御名 (みな)によってお祈 (いの)りします。アーメン




2025.05.17.レムナントとTCK伝道学

	21
（土）
	永遠 (えいえん)のことの始 (はじ)まり

	
	使19章8節　パウロは会堂 (かいどう)に入 (はい)って、三 (さん)か月 (げつ)の間大胆 (あいだだいたん)に語 (かた)り、神 (かみ)の国 (くに)について論 (ろん)じて、人々 (ひとびと)を説得 (せっとく)しようと努 (つと)めた。(7)

	
	Remnantは見張 (みは)り人 (にん)なので、福音 (ふくいん)の力 (ちから)でやぐらを建 (た)てて御座 (みざ)の祝福 (しゅくふく)を見 (み)ましょう。すると、伝道 (でんどう)、宣教 (せんきょう)の旅程 (りょてい)を進 (すす)み、教会 (きょうかい)と現場 (げんば)を復興 (ふっこう)させる道 (みち)しるべを建 (た)てることができます。時代 (じだい)ごとにRemnantがこの祝福 (しゅくふく)の答 (こた)えを受 (う)けました。

１つ目 (め)、エジプト時代 (じだい)にヨセフとモーセが正確 (せいかく)な契約 (けいやく)を握 (にぎ)りました。それゆえ、モーセは創世記 (そうせいき)、出 (しゅつ)エジプト記 (き)、レビ記 (き)、民数記 (みんすうき)、申命記 (しんめいき)を記録 (きろく)するほど、大 (おお)きな答 (こた)えを受 (う)けました。２つ目 (め)、ペリシテ時代 (じだい)には士師 (しし)14人 (にん)が現 (あらわ)れてもイスラエルを困 (こま)らせるペリシテを止 (と)めることはできませんでした。そのとき、サムエルとその次世代 (じせだい)のダビデがペリシテを止 (と)めました。だれも競争 (きょうそう)する人 (ひと)がいませんでした。３つ目 (め)、アッシリア時代 (じだい)にイスラエルの民 (たみ)が世界 (せかい)市場 (しじょう)に奴隷 (どれい)として売 (う)られて行 (い)きました。そのときも、福音 (ふくいん)を持 (も)っている次世代 (じせだい)が世界 (せかい)を変 (か)えました。アラム時代 (じだい)もヒゼキヤ王 (おう)が祈 (いの)りでアッシリア軍 (ぐん)18万 (まん)5千人 (せんにん)をみな殺 (ころ)すことが起 (お)こりました。その後 (あと)に、戦 (たたか)わずに勝 (か)つエリシャが立 (た)てられました。４つ目 (め)、バビロン時代 (じだい)にダニエルと三人 (さんにん)の青年 (せいねん)、エステルなどが起 (お)きて、結局 (けっきょく)、散 (ち)らされて福音 (ふくいん)を伝 (つた)えました。５つ目 (め)、ローマ時代 (じだい)にも答 (こた)えを持 (も)っている人 (ひと)が世界 (せかい)を福音化 (ふくいんか)しました。

Remnantは見張 (みは)り人 (にん)の正確 (せいかく)な契約 (けいやく)を確認 (かくにん)する時間 (じかん)を持 (も)ちましょう。

	
	神様 (かみさま)、福音 (ふくいん)の力 (ちから)でやぐらを建 (た)てて、旅程 (りょてい)を進 (すす)み、道 (みち)しるべを建 (た)てる見張 (みは)り人 (にん)の答 (こた)えを受 (う)けますように。生 (い)きておられるイエス・キリストの御名 (みな)によってお祈 (いの)りします。アーメン



2025.05.17.核心訓練



